
　

定例会見

日時：令和７年５月２８日（水）　１１：３０～

会見内容

１．発表事項　

都市建設部（歴史まちづくり課）

都市建設部（公園整備課）

子ども未来部（子ども保育課）

市民協働生活部（男女共生・生涯学習推進課）

令和７年度 第３回 市長定例記者会見

(1)「岐阜城楽市」オープン後のにぎわいについて

(2)柳ケ瀬広場のデザインプランについて

(3)絵本と笑顔があふれるプロジェクト～保育所の絵本大募集～について

(4)岐阜空襲８０年平和事業について
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1-（1） 「岐阜城楽市」オープン後のにぎわいについて            

１ゴールデンウィーク期間中の来園者数について               

・ゴールデンウィーク期間中の来園者数について説明 

・4 月 26 日から 5月 6 日までの 11 日間に 

岐阜公園には、昨年の 1.5 倍となる約 120,000 人 

・岐阜城には昨年の 1.3 倍約 26,000 人、 

・ぎふ金華山ロープウェーには、1.3 倍となる約 33,000 人 

・ビッグデータの分析によると、 

 川原町には、昨年の 1.3 倍、約 100,000 人、 

・伊奈波界隈には、昨年の 1.2 倍、約 110,000 人 

 

・「岐阜城楽市」の誕生で創出されたにぎわいは、 

公園内にとどまらず周辺エリアにも波及 

 

・岐阜公園への交通手段について 

路線バスは、昨年の 2.5 倍、約 17,000 人、 

 

・「バスで来やー。ぷらす」は、昨年の 5 倍、約 1,800 人 

大変多くの方々に公共交通を利用いただけたのは、 

▷バス停を施設正面に移設したことによる利便性の向上、   

▷この「バスで来やー。ぷらす」の取り組みについて、 

報道していただいた効果 

 

・マイカーでの来園について、 

4 か所の常設駐車場は、昨年の 1.5 倍、約 25,000 台 

 

・シャトルバスは、昨年の 2.8 倍、約 15,000 人 

実施したアンケート調査によると、 

北は岩手県から南は大分県までといった全国各地から来園 
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２来園者数増加に伴う課題と対策について                  

・駐車場の入場待ちに伴い、一時的に周辺の道路に渋滞、 

公園内やトイレにゴミが捨てられ汚れるといった課題 

・周辺道路の渋滞対策として、 

▷長良橋下流の川原町広場を 

約 40 台分の臨時駐車場として、今週末から運用を開始 

▷路上で停車し、入場待ちをしないよう案内看板を設置 

▷土日祝日には、整理員を周辺の交差点に配置し 

車両の誘導を行い、渋滞防止に努める 

・ごみの対策は、 

▷各店舗にごみ箱を設置し、回収を要請 

▷本市も、公園内にごみ箱を増設 

▷ごみの回収やトイレの清掃回数を増やし公園内の美化に努める 

・新たな課題が発生した場合には、 

岐阜城楽市を運営する事業者と協力し、速やかに対策を講じる 

・駐車場が満車の場合は、道路上で停車してお待ちになるのは 

ご遠慮いただくなど、ご理解とご協力をお願いする 

 

 

３官民が連携した組織体制を構築                       

・「岐阜城楽市」のにぎわいは、川原町や 

伊奈波界隈など周辺地域にも波及 

・にぎわいを継続的に高めていくためには、  

エリア全体において、多様な主体が連携し、 

相乗効果を発揮させることが不可欠 

 

・Park-PFI 事業者や、地域団体、観光業や学識経験者など、 

多様な方々で構成する「岐阜公園エリア連携会議」を５月３０日に開催 

岐阜公園を中心とするエリアの魅力向上とリピーターの確保に向け、 

情報共有や意見交換する 



柳ケ瀬広場のデザインプラン

憩い、にぎわい、人と人をつなぐ「まちづくり活動の拠点」

柳ケ瀬広場のデザインプランについて

⻑崎屋岐⾩店 閉店

2022年
（令和4年）

2002年
（平成14年）

柳ケ瀬広場の都市計画決定

● その後、約20年にわたり遊休不動産

2002(平成14)年2月

●都市計画決定面積：約 1,260 ㎡

2022(令和4)年3月

・旧⻑崎屋跡地の活⽤について
岐⾩市議会、地域や商店街など、様々な場で話し合い

・柳ケ瀬の再生に向けた様々な検討
柳ケ瀬の中心に広場を配置し、

さらなる魅力の向上と環境整備
・旧⻑崎屋跡地の権利者と協議

従前の状況（広場計画地北⻄より）

柳ケ瀬広場
（都市計画決定区域）

シネックス

ロイヤル40

柳ケ瀬広場の経緯 （その１）
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場

 1‐(2) 柳ケ瀬広場のデザインプランについて　　　



2022年
（令和4年）

2024 年
（令和6年）

〜現在

既存建物等の解体
公募型プロポーザルにおいて広場設計

2023年
（令和5年） アンケート調査

● 広場に休憩・飲食スペース、ステージなどの機能、
防災備蓄庫など既存建物の地下の活⽤を求める要望

● 地域や商店街、まちづくり団体から
広場の早期完成等を求める要望書が提出

● 令和７年５月23日解体完了確認
地下の活⽤を望む

地下は
必要なし

91 ％

地下の活⽤

9%

アンケート調査の概要
（期間：R5.8.17〜11.30，回答者：1,519⼈）

要望書の提出
2022(令和4)年7月

2023(令和5)年8月〜11月

柳ケ瀬広場の要望書（令和4年7⽉7⽇）

柳ケ瀬広場の経緯 （その２）
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場

●まちなみとの調和
●周辺道路等の一体整備
●多様な活動ができるオープンスペース

柳ケ瀬の
さらなる魅力の創出と
まちの価値の向上

整備方針
多様な機能を有した

「まちづくり活動の拠点」
となる広場の実現へ

柳ケ瀬広場の整備方針
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場



賑わいを創出する
「中央広場」

アクアージュ柳ケ瀬と織りなす
「潤いの空間」 光と風、行き交う⼈を

地下へと誘う
「大階段」

まちを繋げる
「オープンスペース」

整備後の全体イメージ（南東からの鳥瞰図）

＜規 模＞
・面 積：約 2,300 ㎡
＜内 訳＞
・広 場 約 1,300㎡
・道路等 約 1,000㎡

北

東
南

⻄

地上広場の計画概要
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場

・訪れる⼈の目を惹きつけ、自然と広場へと誘う
⼈工芝とタイルの複合仕上げ

整備後の全体イメージ（南東からの鳥瞰図）

● 整備概要

中央広場

緑と融合した新たな空間は
まちに溶け込み、様々な活動を誘発

「中央広場」のイメージ
(南から)

＜中央広場の仕様＞
・面 積：約 300 ㎡
・⽤ 途：憩い・イベント空間など

賑わいを創出する「中央広場」
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場



「オープンスペース」のイメージ
(北東から)

＜オープンスペースの仕様＞
・道路面積：約 1,000 ㎡（広場面積：約 1,300 ㎡）
・⽤ 途：道路、憩い・イベント空間など

・広場と道路を一体的に整備し、
約2,300㎡の大きなオープンスペースを創出

整備後の全体イメージ（南東からの鳥瞰図）

● 整備概要

広大で開放感あふれるオープンスペースは
新たな回遊性を創出

オープンスペース

まちを繋げる「オープンスペース」
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場

「潤いの空間」のイメージ
(南から)

＜潤いの空間の仕様＞
・⽤ 途：水路、親水空間

休憩場所、憩い・イベント空間など

・アクアージュ柳ケ瀬を新しい水辺空間として整備し、
行き交う皆様に憩いと潤いを提供

整備後の全体イメージ（南東からの鳥瞰図）

● 整備概要

緑と水辺空間が織りなす空間は
柳ケ瀬の付加価値を高める

潤いの空間

まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場 水辺空間「アクアージュ柳ケ瀬」と緑が織りなす「潤いの空間」



「大階段」のイメージ
(⻄から)

＜大階段の仕様＞
・⽤ 途：昇降施設、採光・通風

休憩場所、ステージなど

・昇降施設としての機能以外にも、
休憩施設としても利⽤できる大階段を整備

整備後の全体イメージ（南東からの鳥瞰図）

● 整備概要

周辺施設と地上広場、地下広場の連動性を高め、
まちが⼈でつなげ、⼈とつながる

大階段

暖かな陽光と風、行き交う人を地下広場へ誘う「大階段」
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場

＜地下広場の主な機能＞
・防災倉庫、イベント⽤倉庫
・昇降施設（階段、エレベーター）
・事務室

・トイレ（多目的、女性⽤、男性⽤）
・授乳室
・防犯カメラ、電源コンセント 他

＜規 模＞
・面 積：約 400 ㎡
・高 さ：約 2.7 m

地下広場のイメージ（⻄から）

多様な⽤途に
対応可能な

「地下広場」

地下空間全体
を見渡す

「事務室」

壁面は防災⽤品
やイベント⽤の

「倉 庫」
光と風を取込む
「大階段」

誰もが円滑に
利⽤できる

「エレベーター」

広場と柳ケ瀬の
付加価値を高める

「トイレ・
授乳室」

地下広場の計画概要
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場



エレベーター

開閉式ルーフ

デッキ＆ベンチ
(ステージ)

ステージ＆ベンチ

地下昇降口

シンボルツリー

カウンター
＆ベンチ

カウンター

整備後の全体イメージ（南東からの鳥瞰図）

植栽ポット

＜その他の機能＞
・シンボルツリー
・ステージ
・ベンチ
・カウンター
・デジタル

サイネージ
・電源コンセント
・水道施設
・防犯カメラ
・防災井⼾
・植栽ポット

など

北

東
南

⻄
防災井⼾

デジタル
サイネージ

その他の計画概要
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場

2025年度
（令和7年度） 管理・運営計画の検討

2026年度
（令和8年度）

地上広場の整備に着手
● 令和8年度の完了を目指す

地下広場の整備に着手

全体イメージ＜昼間＞（北東からの鳥瞰図）

全体イメージ＜夜間＞（北東からの鳥瞰図）

今後の予定
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場



● 柳ケ瀬の中心に、日常的に訪れ、憩い、潤うことができる空間が誕生
● 広大なオープンスペースは、

開放感や風通し、陽光の確保など、都市環境の改善や防災機能の強化に寄与

柳ケ瀬広場の完成を楽しみにしていただきたい

おわりに
まちづくり
活動の拠点

柳ケ瀬広場



 

幼少期に本の楽しさを知ることはとても大切です 

ご自宅に眠っている絵本や子ども達に読んでほしい絵本を 

市立保育所に寄附していただけませんか？ 

募集期間：６月 15 日（日）～8 月 15 日（金） 

【募集する絵本】 
・対象年齢が６歳以下の絵本 
 

【受け取り不可能な絵本】 

・対象年齢が７歳以上の絵本 

・汚れが激しい絵本、破れのある絵本、破れやすい絵本 

・絵本以外の本（文庫本、漫画、パンフレット等） 

【受付場所】 
・岐阜市役所 2 階 子ども未来部 子ども保育課 
  平日 ８時４５分～１７時３０分 
・各市立保育所 
  平日 1３時～16 時 

※寄附いただいた絵本は、各保育所の蔵書とできる限り重複等しないよう配架をさせていただきます。 

Kick Off イベントを開催 

日時：６月１５日（日）１４：３０～１５：００ 

場所：メディアコスモス ２階 親子のグローブ 

内容：柴橋市長と図書館司書による子ども達への読み聞かせ 

（当日はメディコスにて絵本の寄附受付 

（13 時～16 時）も行います） 

メディコスでの受付は６月１５日のみとなります 

【問い合わせ】 
  岐阜市役所 子ども未来部 子ども保育課 
         TEＬ：058-214-7825 

◎寄附いただいた絵本の返却はいたしません。 

保育所での使用が困難な本・場合は、 

包括連携協定に基づき「メルカリ Shops」への 

出品や処分をさせていただくことがあります。 

寄附いただいた絵本は、市立保育所に配架し読み聞かせなどで活用いたします。 
絵本の読み聞かせは、子どもの豊かな情操教育や幼児教育にもつながり、 
豊かな人間性をはぐくむことができることからも、とても大切な時間であると 
考えています。 
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1-(4) 岐阜空襲８０年平和事業について 

 ・私たちの住むこの岐阜市に、大きな被害をもたらした岐阜空襲から 

７月９日で８０年という節目を迎える。 

 ・岐阜空襲の惨禍を後世に語り継ぎ、平和の尊さを啓発するため、 

「岐阜空襲８０年平和事業」を実施。 

・今回、節目となるスポット事業を２つ紹介。 

 

１「岐阜空襲８０年平和動画」の制作について 

・岐阜空襲を体験された方は年々減少。 

・その体験を後世に伝えるため、「岐阜空襲８０年平和動画」を制作。 

＜動画の主な内容＞ 

① 「岐阜空襲の概要」（約１３分） 

② 「平光美那子（ひらみつみなこ）」さんの岐阜空襲体験談 

「炎のなかの子守歌」（約１６分） 

③ 岐阜空襲体験者の公募に応募いただいた８名の体験を６つのテーマに分けた 

「岐阜空襲体験談」（約５５分） 

・全１３本の動画。 

・会見終了後 「市公式ユーチューブ」と 「ぎふ MIRAI's のポータルサイト」で一般公開。 

・今後、市内小中学校の平和学習で活用予定。 

・動画に出演した岐阜空襲体験者９名は、７月９日平和の鐘式典にも出席予定。 

 

２ 岐阜空襲８０年平和講演会の開催について 

・７月９日「みんなの森 ぎふメディアコスモス」で岐阜空襲８０年平和講演会を開催。 

・戦場カメラマンとして有名な「渡部 陽一 （わたなべ よういち）」氏を講師に招き、 

「戦場からのメッセージをあなたに～ファインダー越しに見た命の現場～」 

と題して講演会を行う。 

・講演会では、戦場で生活している人々の家族の絆や、 

取材を通じて見えてきた人間が持つ愛の深さ、命の大切さ、生きることの素晴らしさ、 

環境問題などニュースでは分からない現場で起こっている出来事や真実を、 

写真や映像を織り交ぜながら伝えていただく。 

・観覧希望は、６月２日より受付開始。 

・定員１７０名（申込者多数の場合は抽選） 

・市庁舎１階の市民交流スペースミンナトにサテライト会場を開設。 

事前予約なしで、同時中継で、講演を観覧できる席を４０席程度用意する予定。 

・市ホームページの申込フォーム又は往復はがきで申込。 

・詳細は広報ぎふ６月１日号や市ホームページに掲載。 


